
秋田市農業委員会　農業委員・農地利用最適化推進委員一同　

第76号（令和８年３月１日）

秋田市農業委員会　http://www.city.akita.lg.jp/shisei/iinkai/1009648/index.html

農業者と農業委員会をむすぶ

あきたし　農委だより 76号
秋田市農業委員会

３つの要件を満たせばどなたでも加入できます！
●６０歳未満
●国民年金１号被保険者
●年間６０日以上農業に従事

農家のための情報誌
営農に欠かせない
情報をお届け

●発行日：毎週金曜日
●購読料：9００円（送料、 税込み） ４月より

購読のお申込みは

秋田市農業委員会事務局まで
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お申し込み、
お問い合わせは

ＪＡもしくは
農業委員会へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　 国では、食料生産に必要な農地は守るといっていますが、その方針はなかなか示されません。そ
の間にも、中山間地（沢部）では高齢化による離農と担い手不足により不耕作地が拡大しています。 如何せん、 人が
減ってどうしようもない状況です。 農地はあきらめて粗放的に活用したいところですが、それにも人手は必要です。自然
に還るしかないのか、本当に頭の痛い問題です。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （農業委員会事務局長　佐々木）

　　国が進める 「登記情報連携システム」 の活用により、 農
業委員会への手続きの際に必要だった登記事項証明書の
添付が省略可能となりました。これにより、 法務局へ行く負
担と上記証明書の取得の費用が削減されます。

～お知らせ～

VOICE

主に、 農地法３条、 ４条、 ５条の手続きで添付していた

登記事項証明書の添付が原則、 省略できるようになりました※

※公図や連携システムで確認できない最新の登記が必要な場合などは、 今までどおり添付が必要です
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～特集～ Special

農業委員会の役割と改選について

農業委員・推進委員は何をするの？

改 選 ま で の ス ケ ジ ュ ー ル

①
推薦・募集説明

市内３ヶ所にて
説明会を開催
（終了）

広報あきた、
市ホームページ
などでお知らせ

※ 定数に達しない場合、募集期間
　 の延長を予定しています

・募集案内を折込の 「農業委員会からのお知らせ」 に掲載しています

推薦・募集結果を
市ホームページで
公表

農業委員は市長が任命
推進委員は農業委員会が委嘱
　　　　　　　　（任期３年）

②
推薦・募集開始

③
募集結果等の

公表

④
任命・委嘱

～ 2月20日
3月31日 締切

4月上旬 7月20日～ 2月20日
3月31日 締切

4月上旬 7月20日

令和８年は改選の年
農
業
委
員
会
と
は

　　
農
業
委
員
会
は
、
「
農
業
委

員
会
等
に
関
す
る
法
律
」 

に
基

づ
き
市
町
村
に
設
置
さ
れ
て
い

る
行
政
委
員
会
で
、
農
業
委
員

と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

(
以
下
、
推
進
委
員
)
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　　
農
業
者
の
公
的
な
代
表
機
関

と
し
て
、
農
地
が
適
正
か
つ
有

効
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。　　

　　
秋
田
市
農
業
委
員
会
は
、
昭

和
26
年
7
月
に
発
足
し
、
現

在
、
農
業
委
員
19
名
と
推
進
委

員
29
名
の
48
名
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　　
農
地
法
に
基
づ
く
農
地
の
売

買
や
貸
し
借
り
の
許
可
、
農
地

転
用
(
農
地
を
宅
地
・駐
車
場

な
ど
他
用
途
に
変
え
る
)
の
許

可
や
、
そ
れ
に
対
し
、
提
言
を

行
う
業
務
、
農
地
の
利
用
状
況

調
査
(
い
わ
ゆ
る
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
)
な
ど
農
地
に
関
す
る
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。

改
選
と
は

　　
農
業
委
員
・推
進
委
員
の
任

期
は
３
年
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、

任
期
満
了
に
伴
い
改
め
て
委
員

を
選
出
し
、
任
命
・委
嘱
を
行
い

ま
す
。

　　
秋
田
市
の
現
職
の
両
委
員
は

今
年
の
７
月
19
日
に
任
期
満
了

と
な
り
、
改
選
が
行
わ
れ
ま
す
。

特別職の地方公務員として、 共に連携し地域の大切な農地を守り
次世代に繋げる役割は同じですが、 担当する業務が少し異なります。

農業委員会の主な仕事と活動について農業委員会の主な仕事と活動について

活 動 紹 介

農地を守る 農地利用の最適化 農業者の代表

農地を守り活かすことと地域農業を担う人を支えることが主な業務です。

効率的な農地利用について
農業者を代表して
公正に審査します

農地利用の
効率化を進めます

農業者の声を
関係機関へ届けます

定数

19名
定数

29名

３年ごとに

改選

PICK ＵＰ！

 ・ 農業者の皆様からい
ただいた意見などが
農業施策等に反映さ
れるよう行政機関に
働きかけています

 ・ 秋田市園芸振興センターの研修生が円
滑に新規就農できるよう、女性農業委
員が中心となり意見交換会を実施

 ・ 農地を次世代に引き継ぐため、 地域の
農業者へ農地の利用意向を確認

農地の確保と有効利用のため
 ・ 月１回の総会を開催し、 農地法に基づく農

地の売買・貸し借りに関する許認可を審議
 ・ 農地の利用状況調査（農地パトロール）を

実施
など

▲ 総会では主に農地の権利移動に
　　 関する許認可を審議します

総会の様子

農地パトロール
の様子

新規就農を目指す
研修生との交流会

農地の利用意向確認

市長へ農業者の声をまとめた要望書を提出【令和7年11月】

守る

最適化最適化

届ける届ける

推進委員の主な業務

　　あらかじめ決められた担当
区域において、 農業委員と協
力し、 農地の利用状況の確
認や調整を行います。

●現場での実践活動が中心
です。

農業委員の主な業務

　　毎月１回、 総会を開催し、
農地の権利移動などに関す
る許認可を審議したり、 推進
委員と協力し、 農地の利用状
況の確認や調整を行います。

●総会での審議・許可などが
中心です。
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の間にも、中山間地（沢部）では高齢化による離農と担い手不足により不耕作地が拡大しています。 如何せん、 人が
減ってどうしようもない状況です。 農地はあきらめて粗放的に活用したいところですが、それにも人手は必要です。自然
に還るしかないのか、本当に頭の痛い問題です。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （農業委員会事務局長　佐々木）

　　国が進める 「登記情報連携システム」 の活用により、 農
業委員会への手続きの際に必要だった登記事項証明書の
添付が省略可能となりました。これにより、 法務局へ行く負
担と上記証明書の取得の費用が削減されます。

～お知らせ～

VOICE

主に、 農地法３条、 ４条、 ５条の手続きで添付していた

登記事項証明書の添付が原則、 省略できるようになりました※

※公図や連携システムで確認できない最新の登記が必要な場合などは、 今までどおり添付が必要です

～お祝い～ Award
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令和8年1月21日 農業委員一同

登記情報連携システムの
利用により省略可能に
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書

今まで必要だった添付書類が…
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農委だより第76号 4農委だより第76号1

農委通信



農委だより第76号

農業委員会からのお知らせ

令和8年度秋田市農作業標準受委託料
・この標準額は、 受委託料を協議するための目安として、 ご利用ください。
受委託料は、 地域やほ場の条件等を考慮し、 当事者間の話し合いで決めてください。

・農作業の委託先が納税義務者（課税事業者）の場合は、 消費税の負担が生じます。

10ａ当

10ａ当

10ａ当

10ａ当

10ａ当

10ａ当

10ａ当

60kg当

10ａ当

10ａ当

10ａ当

100m当

10ａ当

10ａ当

10ａ当

１日当

標準額（円）
（消費税抜き）

単　　位作　　業　　種　　別

刈取
脱穀

備　　　　　　　　　　考

6,000

6,600

7,500

8,700

20,300

9,100

6,000

600

1,800

1,400

1,400

4,800

2,300

1,500

1,800

8,800

水田耕起

代かき

機械植

側条機械植

コンバイン

生乾燥

補助乾燥

籾すり

粉・粒剤（短管）

乳剤

ドローン

畔塗り

刈払機

自走式草刈機

溝切り

一般作業

オペレータの１人作業

オペレータの１人作業

籾の投入・排出・見回りとする

籾の投入・排出・見回りとする

畦畔からの散布、 薬剤は含まない

畦畔からの散布、 薬剤は含まない

薬剤は含まない

１ｍ当り48円

畦畔および溝畔部分

畦畔および溝畔部分

縦４本・横２本

男女共

オペレータと補助労働者の組作業
苗は含まない

紙袋は含まず、 オペレータと
補助労働者の組作業

オペレータと補助労働者の組作業
苗は含まない
オペレータと補助労働者の組作業
籾運搬費（2,400円）を含む

【お問い合わせ】
秋田市農業委員会事務局：８８８－５７９６
河辺市民サービスセンター：８８２－５１６１
雄和市民サービスセンター：８８６－５５４５

【注意事項】

１：この料金は通常10アールほ場条件のもとに算定した標準額を示したものです。 50アール区画以上のほ場
での基幹３作業（耕起・代かき、 田植、 稲刈り・脱穀）については、 上記標準料金の90％とします。

２：労働時間は原則として１日８時間としています。

３：「賄い」その他現物支給は含まれておりません。 また、 委託
者が補助的に作業出役をしないものとします。

４：「手植え」 「手刈り」 については、 一般作業に含みます。

５：この料金は、 オペレータと補助員の人件費込みの金額です。

春

　　作

　　業

秋

　　作

　　業

薬
剤
散
布

草
刈
り

田

　　植

乾
燥
調
製



農委だより第76号

農業委員会からのお知らせ

データ数 備　　考最高額（円） 最低額（円）平均額（円）区域名

農業委員 農地利用最適化推進委員

秋田市賃借料情報

※１　データ数は、平均額算出に用いた筆数です。
※２　平均額は、加重平均（データの重要度や数量を加味して平均値を算出する方法）で算出したものです。
※３　平均額と比較して著しく高額（平均額×1.7倍超）又は低額（平均額×0.3倍未満）となるものを除いています。
※４　物納は、29,500円/60kg（令和７年産あきたこまち１等概算金）で換算しています。

1,145 昨年の平均額 ： 7,115円2,50020,6508,604秋田市全域

主な業務

対　　　　象

募集人数 １９人

報　　　　酬

任　　　　期

受付窓口

月額　３１，０００円

令和８年７月２０日から３年

２９人 ※ 担当区域詳細 ▼

農地利用最適化推進委員について ▼農業委員について ▼

市ホームページID 1037007市ホームページID 1023133

月額　３１，０００円

令和８年７月２０日から３年

産業振興部　産業企画課（本庁舎３階）
秋田市山王一丁目１番１号
電話　０１８－８８８－５７２２

農業委員会事務局（本庁舎４階）
秋田市山王一丁目１番１号
電話　０１８－８８８－５７９６

　　令和７年１月から１２月までに締結（公告）された田（水稲）の賃借権による賃借料水準（１０ａ当たり）
は、 以下のとおりです。

農業委員・農地利用最適化推進委員を募集します
　　現在の農業委員・農地利用最適化推進委員の任期が令和８年７月１９日をもって満了となるため、
次の任期の両委員を募集します。
　　委員への意欲や関心のある方は、男性はもちろん、女性の方も積極的にご応募ください。

　・　募集期間　　令和８年3月2日 から 令和８年３月31日 まで
　・　応募方法　　「農業者や農業関係団体などからの推薦」の場合は推薦書を、 「本人による応

募」の場合は申込書に必要事項を記入し、 下記窓口まで提出してください。

　　農業委員会総会等に出席し、付議される議
案について審議します。
　　このほか必要に応じて農地の現地確認や
調査などを行います。

　　担当区域において、 担い手への農地の集
積・集約化、 遊休農地の発生防止・解消、 新
規参入の促進など 「農地等の利用の最適化」 
を推進するための現場活動を主に行います。

　　農業に関する識見を有し、 農地等の利用の
最適化の推進その他農業委員会の所掌に属
する事項などに関しその職務を適切に行うこと
ができる方

　　農地等の利用の最適化の推進に熱意と識
見を有する方

※上記以外にも応募要件があります。申込書など詳細は、市ホームページをご覧ください。




